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こ
の
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
７

月
27
日
㈮
に
開
催
し
た
理
事
会
に

て
説
明
を
し
、
８
月
初
旬
に
は
組

合
員
の
方
全
員
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
同
封
し
た
案
内
を
「
損
保

ジ
ャ
パ
ン
」
を
通
じ
郵
送
し
て
い

ま
す
。

こ
の
保
険
は
㈳
建
設
産
業
専
門

団
体
連
合
会
（
略
し
て
建
専
連
）

を
保
険
契
約
者
と
す
る
「
建
専
連

　

専
門
工
事
業
総
合
補
償
制
度
」

で
す
。
今
年
度
か
ら
㈳
日
本
建
築

板
金
協
会（
日
板
協
）も
団
体
契
約

保
険
の
窓
口
と
な
り
、
愛
知
県
板

に
お
い
て
も
今
年
４
月
か
ら
「
責

任
施
工
保
証
看
板
店
」
の
み
を
対

象
に
加
入
の
案
内
を
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
部
の
組
合
員
か

ら
加
入
範
囲
拡
大
の
要
望
が
出
さ

れ
て
お
り
、
引
受
保
険
会
社
で
あ

る
「
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
」
と

相
談
の
結
果
、
こ
の
保
険
制
度
の

三
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
内
、
二
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
「
保
証
看

板
店
」
に
限
定
せ
ず
、
組
合
員
で

あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

加
入
案
内
を
送
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

▪
こ
の
保
険
の
メ
リ
ッ
ト

①
団
体
加
入
な
の
で

保
険
料
が
割
安　

②
い
つ
か
ら
で
も
加
入
で
き
る

　
　

毎
月
20
日
締
切
、

翌
月
１
日
始
期　

③
全
組
合
員
が
加
入
可
能

④
工
事
中
お
よ
び
引
渡
し
後
の

身
体
と
財
物
へ
の
事
故
を
補
償

⑤
下
請
け
人
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
補
償　

こ
の
保
険
に
つ
い
て
郵
送
し
ま

し
た
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け

で
は
十
分
理
解
さ
れ
な
い
場
合
は

損
保
ジ
ャ
パ
ン
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。
１
事
業
所
へ
で
も
説
明

に
来
て
く
れ
ま
す
。
万
が
一
の
時

の
為
に
加
入
を
検
討
し
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
全
板
連
が
行
っ
て
い
る

「
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
制
度
」

（
Ｐ
Ｌ
保
険
）も
県
板
事
務
局
に
て

何
時
で
も
申
込
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
保
証
申
請
を
さ
れ
て
い
る

事
業
所
は
是
非
こ
れ
に
加
入
し
て

下
さ
い
。

「建専連 専門工事業総合補償制度」

加入範囲の拡大について

「建専連 専門工事業総合補償制度」

加入範囲の拡大について

工
事
中
・
通
勤
中
の

　

組
合
員
の
ケ
ガ
を
補
償

工
事
中

引
渡
後　
　
　

 

の
第
三
者
へ
の
賠
償
事
故
を
補
償

管
理
施
設
起
因
｝

１ 第三者賠償制度２ 上乗せ傷害

資材が落下して、
通行人がケガ

現場の立入規制が
不十分であり、
子供が入り込みケガ

屋根板金工事の施工に
不具合があり、雨水が
家屋に侵入
→この結果持ち主（第
三者）に生じた天井ク
ロスの張替えや床板
の清掃等の損害がメ
ニューの２の対象

天井クロスの
張替え

床板の
清掃

組合員、役員、職員、
従業員（下請含む）
が高所作業中、
誤って落下しケガ

通勤途上や現場間の
移動中に交通事故に
あいケガ

取扱代理店

　　サニーライフ（担当：伊澤）TEL：052-736-4703

　　アイプランニング（担当：石井）
TEL：0531-22-2788

　　引受保険会社　㈱損害保険ジャパン
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碧
南
市

　

夏
休
み
親
子
工
作
教
室

碧
南
市

　

夏
休
み
親
子
工
作
教
室

知
多
支
部
は
毎
年
恒
例
の
献
血
活
動

を
行
っ
た
。
去
る
７
月
27
日
㈮
午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で
知
多
郡
武
豊
町
保
健

セ
ン
タ
ー
に
て
支
部
員
と
そ
の
家
族
、

青
年
部
、
問
屋
さ
ん（
４
名
）の
28
名
の

方
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日

は
梅
雨
明
け
し
た
ば
か
り
の
厳
し
い
暑

さ
の
中
、
ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
皆
さ

ん
が
集
ま
り
お
の
お
の
手
続
き
、
医
師

の
問
診
、
採
血
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。

献
血
終
了
後
こ
ち
ら
も
毎
年
に
な
ら

い
短
い
時
間
の
中
で
冷
た
い
飲
み
物
、

冷
え
た
ス
イ
カ
を
食
べ
な
が
ら
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
変
わ
り
、
午
後

３
時
に
終
了
し
た
。

今
回
献
血
し
て
頂
い
た
方
、
会
場
に

来
た
け
ど
薬
の
服
用
、
健
康
状
態
等
で

残
念
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た
方
、
そ
し

て
こ
の
活
動
の
準
備
を
さ
れ
た
役
員
の

方
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
回
で
33
回
目
を
迎
え
た
こ
の
活
動
、

第
１
回
目
の
時
は
私
自
身
ま
だ
小
学
校

低
学
年
で
し
た
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、

い
ま
ま
で
の
諸
先
輩
方
に
は
頭
が
下
が

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
、
支
部

員
減
少
で
参
加
者
は
年
々
減
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
何
事
も
続
け
る
事
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
に
協
力
し
て
頂
け
る
よ
う
ま
た
来
年
、

再
来
年
、
永
遠
と
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
願
い
ま
す
。

近
藤（
知
多
支
部
）

夏
休
み
の
期
間
中
に
は
各
地
で
小
中

学
生
を
対
象
に
工
作
教
室
が
開
か
れ
る
。

碧
南
市
で
は
毎
年
８
月
の
第
一
日
曜
日

に
碧
南
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
が
市
よ

り
委
託
を
受
け
親
子
工
作
教
室
を
開
催

し
て
き
た
。

昨
年
秋
、
碧
南
市
内
に
新
し
い
施

設
「
碧
南
市
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

が
竣
工
し
、
訓
練
校
は
こ
こ
に
移
転
し

た
。
更
に
、
こ
の
訓
練
校
を
実
質
運
営

し
て
い
る
愛
知
県
建
設
組
合
連
合
は
今

年
５
月
よ
り
傘
下
の
四
訓
練
校
を
統
合

し
、「
愛
知
建
連
技
能
専
門
校
」と
し
て

こ
の
新
し
い
施
設
で
再
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
そ
し
て
今
年
も
愛
知
建
連
技
能

専
門
校
が
委
託
を
受
け
夏
休
み
親
子
工

作
教
室
が
８
月
５
日
午
前
中
開
か
れ
た
。

親
子
工
作
教
室
は
小
学
校
高
学
年
の

親
子
30
組
を
近
隣
市
町
村
の
広
報
等
で

募
集
し
、
本
立
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

パ
ー
・
ス
ト
ッ
カ
ー
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ッ
ク
な

ど
の
木
工
作
品
と
銅
板
表
札
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
親
子
が
協
力
し
て
作
品
を

仕
上
げ
た
。

銅
板
表
札
に
は
４
組
の
親
子
が
取
組

み
、
板
金
科
の
講
師
で
あ
る
当
組
合
員

が
材
料
の
準
備
と
指
導
を
担
当
し
た
。

前
も
っ
て
木
片
に
銅
板
を
巻
い
た
も
の

に
パ
ソ
コ
ン
で
書
か
れ
た
苗
字
を
貼
り

付
け
、
字
以
外
の
と
こ
ろ
を
釘
と
金
槌

で
打
ち
、
苗
字
を
浮
き
出
さ
せ
る
単
純

で
根
気
の
要
る
作
業
で
あ
る
。
子
供
だ

け
で
は
飽
き
て
し
ま
い
、
２
時
間
少
々

の
時
間
で
は
完
成
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ

う
が
、
親
が
一
生
懸
命
に
な
り
、
ど
の

親
子
も
く
っ
き
り
と
苗
字
を
浮
き
出
す

こ
と
が
出
来
た
。
二
・
三
割
位
し
か
作

業
し
な
か
っ
た
あ
る
子
供
は
完
成
し
た

表
札
を
誇
ら
し
げ
に
他
の
作
業
を
し
て

い
る
友
達
に
見
せ
て
回
っ
て
い
た
。

高
橋（
碧
南
支
部
）

知
多
支
部

献

血

活

動

献

血

活

動

※労働保険は、労働者の方々が不慮の業務上災害・

通勤災害を被った場合や、失業した場合の給付の

他、高年齢者で賃金が低下した状態で継続して働

いている方や、育児休業及び介護休業を取得され

ている方への給付など、労働者の福祉の増進を図

るための給付を行うものです。

※また、事業主の皆さんにも各種助成金の対象とな

る制度です。

※まだ、加入手続きをとられていない事業主の皆

さんは、今すぐ加入手続きをしてください。

※労働保険の諸手続きについては、労働保険事務組

合をご利用ください。

　　相談は

　　労働保険事務組合

　　　愛知県板金工業組合

　　　　　電話052-732-1226

　　または

　　最寄の公共職業安定所（ハローワーク）・

　　労働基準監督署まで

社員、従業員、アルバイトなど一人で
も雇っている会社は、すぐに労働保険
（労災保険・雇用保険）に加入を。

『社員の安心を守るのは、

　　　社長の責任であり

　　　　　　社会の義務です。』

『社員の安心を守るのは、

　　　社長の責任であり

　　　　　　社会の義務です。』

こ
う
見
え
て
結
構
緊
張
し
て
ま
す
。

▲

親
子
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
マ
ス
!!

▲
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春
日
井
支
部

納
涼

  

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

立
上
機
を
作
っ
て
み
よ
う

立
上
機
を
作
っ
て
み
よ
う

岡
崎
支
部

　

青
年
部

  　
　

ぶ
ど
う
狩
り

春
日
井
支
部
は
８
月
４
日
㈯
の
夜
７

時
よ
り
恒
例
の
納
涼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
エ
ダ
に
て
行
い

ま
し
た
。

夕
方
、
夕
立
が
来
る
不
安
定
な
天
気

の
中
、
組
合
員
８
名
、
従
業
員
10
名
、

メ
ー
カ
ー
や
問
屋
さ
ん
５
名
な
ど
総
勢

23
名
が
参
加
し
、
㈱
メ
ト
ー
カ
ケ
フ
・

掛
布
課
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま

し
た
。

仕
事
の
話
や
工
事
の
話
で
色
々
盛
り

上
が
り
、
真
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
９
時
半
ま
で
楽

し
み
ま
し
た
。

富
本（
春
日
井
支
部
）

岡
崎
支
部
青
年
部
は
、
支
部
の
協
力

を
得
て
、
８
月
26
日
㈰
、
ぶ
ど
う
狩
り

を
岡
崎
市
駒
立
町
の
「
マ
ル
タ
園
」
で

74
名（
大
人
51
名
、
子
供
23
名
）が
参
加

し
て
行
な
っ
た
。

受
付
を
済
ま
せ
指
定
の
場
所
へ
行
く

と
袋
に
保
護
さ
れ
た
巨
峰
が
棚
一
面
に

な
っ
て
い
た
。
さ
っ
そ
く
、
は
さ
み
を

使
い
採
っ
て
食
べ
て
み
る
と
甘
く
お
い

し
か
っ
た
。

最
初
は
次
か
ら
次
へ
と
採
っ
て
食
べ

る
気
分
で
い
た
が
数
房
も
食
べ
る
と
大

人
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
、
子
供
は
お
菓
子

ジ
ュ
ー
ス
に
手
が
の
び
て
い
っ
た
。

昼
食
は
、
園
内
の
建
物
の
中
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
。

昼
食
後
、
子
供
た
ち
は
園
内
に
あ

る
施
設
で
自
然
を
満
喫
し
た
。
施
設

は
、釣
り
堀（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー

ス
方
式
）
小
山
で
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
子
供
用
（
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
よ
り
球
が
大
き
い
）
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
ぶ
ど
う
狩
り
の

シ
ー
ズ
ン
の
み
利
用
出
来
る
。

子
供
た
ち
は
、
夏
休
み
最
後
の
日
曜

日
を
親
子
で
自
然
を
満
喫
し
た
一
日
と

な
っ
た
。

宇
野（
岡
崎
支
部
）

町
合
い
の
仕
事
を
し
て
い
る
一
人
親

方
で
は
鉄
骨
の
現
場
の
仕
事
が
少
な
く
、

エ
ン
ジ
ン
溶
接
機
の
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が

り
燃
料
系
統
の
目
詰
り
等
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
や
す
く
月
に
一
回
は
エ
ン
ジ
ン

を
始
動
し
た
い
も
の
だ
。

そ
こ
で
溶
接
機
を
使
っ
て
立
上
機
を

作
っ
て
み
よ
う
。
身
近
な
物
を
利
用
し

て
一
時
間
ぐ
ら
い
で
作
れ
仕
事
に
活
用

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

用
意
す
る
も
の

ス
レ
ー
ト
カ
バ
ー
ル
ー
フ
や
ま
な
み

の
場
合

・
ア
ン
グ
ル
40
×
40　

50
×
50

雪
止
め
ア
ン
グ
ル
で
よ
い

・
パ
イ
プ
22
φ
ぐ
ら
い水

道
管
で
よ
い

・
ソ
フ
ト
グ
リ
ッ
プ

　
　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入

（
な
く
て
も
よ
い
）

ア
ン
グ
ル
は
屋
根
材
の
底
幅
の
マ
イ

ナ
ス
２
ミ
リ
で
カ
ッ
ト
し
、
バ
リ
と
面

を
と
る
。

パ
イ
プ
は
立
上
高
の
６
倍
の
長
さ
で

カ
ッ
ト
し
（
立
上
40
ミ
リ
の
場
合
240
ミ

リ
）
片
方
の
端
を
ハ
ン
マ
ー
で
平
ら
に

つ
ぶ
す
。

50
の
ア
ン
グ
ル
の
上
に
40
の
ア
ン

グ
ル
を
重
ね
側
面
を
溶
接
し
、
パ
イ
プ

の
平
ら
に
つ
ぶ
し
た
方
を
60
度
の
逃
を

作
っ
て
溶
接
し
、
ソ
フ
ト
グ
リ
ッ
プ
を

セ
メ
ダ
イ
ン
ス
パ
ー
x
等
の
接
着
剤
で

接
着
し
完
成
。

こ
の
方
法
で
88
ル
ー
フ
、瓦
棒
、立
平
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
瓦
棒
等
の
立
上
機
が
で
き

る
の
で
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

林（
一
宮
支
部
）
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編

集

後

記

８
月
各
支
部
の
動
き

今
年
の
夏
は
35
度
以
上
の
酷
暑
が
続
い

て
い
る
。
雨
も
少
な
く
、
８
月
に
入
っ
て

二
度
く
ら
い
僅
か
な
雷
雨
が
有
っ
た
だ
け

で
あ
る
。
今
ま
で
は
こ
ん
な
時
期
に
な
る

と
、
愛
知
県
内
で
も
水
不
足
だ
、
節
水
だ

と
報
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に

今
年
は
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。

人
間
に
は
マ
イ
ッ
テ
し
ま
う
こ
の
暑
さ

で
あ
る
が
、
草
や
虫
は
元
気
で
あ
る
。
道

路
の
向
か
い
側
に
我
が
家
の
所
有
す
る
僅

か
な
空
き
地
が
有
り
、
７
月
に
は
何
度
か

そ
こ
の
草
刈
り
を
し
た
。
し
か
し
、
暑
さ

の
た
め
こ
こ
一
月
近
く
サ
ボ
ッ
テ
い
た
の

で
、
も
う
、
草
が
ボ
ウ
ボ
ウ
で
あ
る
。

お
盆
ま
で
は
セ
ミ
が
桜
の
木
で
大
合
唱

し
、
こ
の
暑
さ
に
輪
を
か
け
て
い
た
。
そ

の
桜
の
木
、
今
は
黒
い
芋
虫
に
ヤ
ラ
レ
、

上
の
ほ
う
の
枝
は
丸
坊
主
で
あ
る
。
や
は

り
７
月
に
毛
虫
が
つ
い
た
の
で
、
こ
れ
は

毎
朝
枝
を
見
上
げ
て
コ
マ
メ
に
枝
ご
と
切

り
落
と
し
て
退
治
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
以
後
安
心
感
と
日
差
し
の
強
さ
も
あ

り
、
し
ば
ら
く
木
の
様
子
を
し
っ
か
り
見

な
か
っ
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
。
今
日
も

竹
竿
で
枝
を
た
た
い
て
芋
虫
を
落
と
し
、

割
り
箸
で
拾
い
集
め
て
い
る
。

私
が
草
を
刈
っ
た
り
、
虫
を
取
っ
た
り

し
て
い
る
の
を
見
た
隣
の
お
ば
さ
ん
「
薬

使
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
。
皆
そ
う
し
て
る

わ
よ
。」
と
私
を
心
配
し
て
言
っ
て
く
れ

た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
人
力
で
ヤ
ル
つ

も
り
で
あ
る
。「
皆
や
っ
て
い
る
」
か
ら

良
い
と
言
う
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

八
月
二
十
八
日
㈫　

晴
れ
夜
皆
既
月
食

四
三
〇
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会　

五
時
一
〇
分
閉
会

名
古
屋
板
金
連
合
会

18
日　

支
部
長
会

・
尾
張
名
古
屋
職
人
展
に
つ
い
て

・
新
年
懇
親
会
の
打
合
せ

千
種
支
部

18
日　

支
部
会 

２
名

・
尾
張
名
古
屋
職
人
展
打
合
、
他

西
支
部

３
日　

支
部
会 

７
名

昭
和
支
部

８
日　

常
会 

12
名

・
秋
期
研
修
会
に
つ
い
て
、
他

瑞
穂
支
部

１
日　

定
例
会 

19
名

熱
田
・
南
支
部

16
日　

定
例
会 

８
名

中
川
・
港
支
部

25
日　

親
睦
会 

12
名

（
サ
ッ
ポ
ロ
浩
養
園
）

尾
張
板
金
連
合
会

24
日　

第
２
回
理
事
会 

14
名

・
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
件

春
日
井
支
部

４
日　

定
例
会
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

 

23
名

津
島
支
部

５
日　

定
例
会 

６
名

西
三
板
金
連
合
会

27
日　

三
役
会 

11
名

・
遮
熱
ヘ
ル
メ
ッ
ト
共
同
購
入
の
申
込
集
計

・
救
命
講
習
受
講
者
数
の
確
認

・
総
会
の
打
合
、
他

岡
崎
支
部

26
日　

青
年
部
ぶ
ど
う
狩
り 

74
名

知
多
支
部

１
日　

理
事
会 

12
名

・
県
板
各
委
員
会
報
告
、
他

10
日　

役
員
会 

21
名

東
三
支
部

７
日　

定
例
会 

19
名

・
日
帰
り
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

30
日　

三
役
会 

８
名

私
は
30
年
く
ら
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
い
る
、
毎
週
日
曜
日
の
早
朝

２
時
間
の
練
習
を
し
て
試
合
が
あ
れ
ば

試
合
に
行
く
、
無
け
れ
ば
ビ
ー
ル
か

コ
ー
ヒ
ー
で
１
時
間
ほ
ど
話
し
、
盛
り

上
が
っ
た
時
に
は
昼
に
な
る
。
こ
れ
は

私
に
と
っ
て
実
に
楽
し
い
時
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
出
て
議
論
百
出
、

最
後
に
は
テ
レ
ビ
の
評
論
家
よ
ろ
し
く

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
お
さ
ま
る
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー
ム
名
を
「
前

の
輪
ク
ラ
ブ
」
と
い
い
名
古
屋
市
の
緑

区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
所
属
し
て
い

る
。
我
が
チ
ー
ム
は
33
歳
～
73
歳
ま
で

平
均
年
齢
55
歳
の
構
成
で
あ
る
。
10
～

20
年
前
は
強
豪
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
昨

今
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の
チ
ー
ム
に

変
貌
し
た
。
そ
の
要
因
は
私
達
還
暦
に

達
し
た
選
手
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
多

数
出
場
し
て
い
る
た
め
で
す
。
年
齢
制

限
な
し
の
連
盟
な
の
で
平
均
年
齢
が
30

～
40
代
の
チ
ー
ム
と
の
試
合
は
６
・
７

割
相
手
チ
ー
ム
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
だ
が
勝
っ
た
時
は
２
倍
の
喜

び
と
な
る
。
チ
ー
ム
の
勝
負
に
対
す
る

意
識
は
勝
ち
た
い
人
50
％
楽
し
み
た
い

人
50
％
位
で
す
。
極
力
全
員
参
加
を
目

指
し
ま
す
が
、
僅
差
で
争
っ
て
い
る
と

き
に
は
出
場
で
き
な
い
選
手
が
居
ま
す

の
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て

も
内
部
で
の
競
争
あ
り
、
世
代
交
代
あ

り
で
、
下
手
な
人
、
気
の
弱
い
人
、
監

督
の
采
配
に
承
服
で
き
な
い
人
は
辞
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
だ
に
こ

の
世
界
は
古
株
で
声
の
大
き
な
人
が
巾

を
利
か
す
世
界
で
す
か
ら
、
何
か
仕
事

の
世
界
に
共
通
す
る
所
が
あ
り
ま
す
ね
。

私
も
61
歳
に
な
り
気
持
ち
に
身
体
が

付
い
て
来
な
い
時
も
あ
る
が
弱
音
は
は

か
な
い
。
女
房
に
何
時
ま
で
迷
惑
を
か

け
て
い
る
の
と
言
わ
れ
て
も
め
げ
ま
せ

ん
。
我
が
チ
ー
ム
に
は
73
歳
に
な
っ
て

も
毎
週
チ
ャ
リ
ン
コ
で
参
加
す
る
選
手

が
い
て
、
そ
れ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が
、

チ
ー
ム
を
長
く
続
け
る
に
は
そ
れ
な
り

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
内
の
協
調
と
親
睦
の
為
、
年
４

回
は
居
酒
屋
な
ど
で
懇
親
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
連
盟
の
義
務
と
し
て
、

グ
ラ
ン
ド
の
確
保
、
試
合
前
の
グ
ラ
ン

ド
整
備
、
審
判
、
ス
コ
ア
ラ
ー
、
ボ
ー

ル
拾
い
な
ど
、
他
チ
ー
ム
の
試
合
の
進

行
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
我
が
チ
ー
ム

は
、
職
業
、
出
身
地
、
年
齢
が
多
種
多

様
に
亘
り
会
話
を
し
て
い
て
も
色
々
な

意
見
が
聞
け
て
楽
し
い
も
の
で
す
。

私
も
若
い
頃
は
シ
ョ
ー
ト
を
守
っ
て

い
た
が
サ
ー
ド
に
な
り
セ
カ
ン
ド
に
、

い
ま
や
フ
ァ
ー
ス
ト
に
追
い
や
ら
れ
後

は
守
る
所
が
な
い
、
控
え
に
な
る
の
も

近
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ナ
イ

ン
が
楽
し
め
る
雰
囲
気
作
り
を
目
指
そ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。章

太
郎（
緑
支
部
）

ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
私
の
趣
味

ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
私
の
趣
味

▲

緑
区
Ｏ
Ｂ
大
会
の
メ
ン
バ
ー

▲

さ
あ
ー
試
合
開
始


